
詩３ッ    露古 

 

牛の正義 

日が明るいだろ 

ぜんぶ嘘みたいだよ 

 

キャンバスに見立てた壁一面を 

青い牛で埋め尽くして 

君は言うんだ 

 

死ね 

 

 

青いフィルム 

古い映像がある。 

まるで見覚えのないどこかの風景から突然スイッチして牛ほどもある何頭かの巨大な犬が

現れ、息を切らしながら左奥からこちら側、つまりは右前方に向かって駆け出す。あ、来る

なと思うと、さっきの風景に戻る。そしてまた犬が来て…その数十秒の繰り返し。 

古いフィルムのようだが赤く褪色しているふうでもなく、それらはむしろ全体にぼんやり 

青い。 

それが何度もかかる。 

私はそれを半ば強制的に見せられているようだが、どうもそんな感じもしない。 

というのも、その映像がかけられる間、私は自分がどこにいるのか分からないのだ。 

私はその風景のようでもあり、犬のようでもある。またそれらを映し出す映写機、あるいは

受け止めるスクリーンもしくはそのフィルムが？もし流される映像に意識があるならその

ありようそのものが私なのかもしれない。 

映像があると言った。 

だが「ある」という表現が正しいのかさえ判別できないまま犬は現れ、走る。風景にパーン

…そして、犬。 



あなたが言うように私はそれほど正気でもない。 

だからおそらくこんな証言に何の意味もないのだろう。 

けれど今(今?)私は考えている。犬はいったい何頭いるのだろう。 

数えたことがない、と。 

 

 

宵月夜 

覚えたばかりの歌を 

いっしょけんめい歌っている 

蛇が来ますよ 

さあ寝ましょうね 

今日はもう終わりました 


